
　
深
原
の
保
安
林
開
発
の

た
め
、
昨
年
９
月
定
例
会

で
約
１
億
円
の
予
算
が
計

上
さ
れ
た
が
、
進
捗
状
況

は
。
ま
た
、
県
道
瀬
野
呉

線
と
町
道
部
分
の
取
り
付

け
は
。
県
道
矢
野
安
浦
線

黒
瀬
ト
ン
ネ
ル
の
進
捗
状

況
は
。

Ｑ
Ａ

南田議員

　
深
原
町
有
地
の
造
成
は
、

国
の
補
助
を
前
提
に
進
め
て

い
た
が
、
新
政
権
で
公
共

事
業
見
直
し
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
事
業
採
択
が
遅
れ

た
。
21
年
度
予
算
で
測
量

業
務
に
着
手
し
、
新
年
度

予
算
で
保
安
林
解
除
等
の

協
議
に
入
り
た
い
。

　
県
道
瀬
野
呉
線
と
町
道

昭
和
線
等
の
取
り
付
け
は
、

当
初
計
画
と
変
更
は
な
い

が
、
地
形
変
化
に
よ
り
一
部

修
正
設
計
の
必
要
が
あ
る

と
伺
っ
て
い
る
。
県
道
矢
野

安
浦
線
の
黒
瀬
ト
ン
ネ
ル
で

は
、
入
り
口
に
向
け
た
町

道
付
け
替
え
の
改
良
工
事

が
本
格
化
し
て
い
る
。

建 設 部 門

　　　深原町有地は新年度で保安林解除等に入りたい（三村町長）
　　　　　　　　県道は概ね計画どおりと伺っている（上馬場建設部長）

　　今後の町の行政について（主要な建設事業）

Ａ

Ｑ

　
高
齢
化
の
た
め
、
耕
作

放
棄
地
が
増
加
し
て
い
る
。

団
塊
の
世
代
を
活
用
し
、

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

を
兼
ね
た
、
耕
作
放
棄
地

の
有
効
活
用
を
安
芸
農
業

協
同
組
合
と
共
同
で
行
っ

て
は
ど
う
か
。

Ｑ
Ａ

佛圓議員

　
町
内
に
は
安
芸
農
業
協

同
組
合
が
管
理
す
る
家
庭

菜
園
（
レ
ジ
ャ
ー
農
園
）
が

川
角
・
呉
地
・
萩
原
の
３

地
区
に
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
若
干
の
空
き
が
あ
る
状

況
。
そ
の
他
に
も
民
間
の

活
動
に
よ
る
家
庭
菜
園
が

存
在
し
て
い
る
が
、
数
に
つ

い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
今
後
も
耕
作
放
棄
地
は

増
加
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

住
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ
や
活
動

が
高
ま
っ
て
く
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
安
芸
農
業
協
同
組

合
と
も
連
携
し
、
家
庭
菜

園
の
増
設
・
拡
大
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　　　住民からのニーズや活動があれば
家庭菜園の増設・拡大も検討していく（森本建設課長）

　　耕作放棄地の増加に伴う
農業政策について

Ａ

Ｑ

　
歩
道
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な

ど
で
、
不
十
分
な
箇
所
が
ど

の
程
度
あ
る
の
か
。
ま
た
改

善
の
場
所
・
件
数
・
時
期
に

つ
い
て
の
計
画
は
ど
う
か
。

　
町
民
の
安
全
を
守
る
た
め

の
生
活
道
路
対
策
は
。
自

転
車
通
学
で
特
に
危
険
な
箇

所
と
そ
の
対
策
は
。
町
民
の

健
康
と
安
全
を
考
え
た
遊

歩
道
の
計
画
は
。
幹
線
道
路

の
今
後
の
展
望
は
。

　
県
道
31
号
呉
平
谷
線
の

荻
野
橋
か
ら
境
橋
の
間
は
、

歩
道
は
白
線
の
み
で
狭
く
、

非
常
に
危
険
で
あ
る
。
路
肩

を
新
設
し
て
、
歩
行
者
の
安

全
を
確
保
し
て
は
。
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　　町民の安全について（歩道・カーブミラー設置）

　　道路行政について

　　県道31号呉平谷線歩道改良について
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　　　町民の方からの要望により設置の審査をしている（森本建設課長）

　　　新設や改良工事などにより対応していく（上馬場建設部長）

　　　今後とも県に対して強く要望していきたい（上馬場建設部長）

福垣内議員

藤本議員

冨士議員


